







その他のタイトル An examination of cultural-view of self :













元(広さや深さなど) (Derlega & Chaikin， 1975; Cozby， 1973)やその測定方
法 (Jourard& Lasakow， 1958;飯長， 1977; Snell， Miller， & BeU王，1988;War-
ing， Schaefer & Fry， 1994))，自己開示の動機 (Delrega& Grzelak， 1979; 
小仁1，1990)，性差 (Jourard& Lasakow， 1958;捜本， 1982)，文化差 (Jou-
rard， 1961; Chen， 1995)，性格特性との関連 (Ando，1978;加藤， 1978;高木，




た対人的機能があることが指摘されている(安藤， 1986; i柴田， 1998)。一方，
こうした自己開示の有効性とは裏腹に，自己開示は危険も伴う。相手からの拒
否，不適切な自己開示による信頼の喪失，批判や中傷-侮蔑の対象となるな




どさまざまな条件を考慮する必要があろう (Chaikin& Derlega， 1974; Wort-
man， Adersman， Herman， & Greenberg，1976;大坊・岩倉， 1984;森脇・坂本・
丹野， 2002)。また自己開示を円滑に行うためのコミュニケーション・スキル(伊


























































Marl口lS& Kitayama (1991)及び升ニ I~=I (2006) より，文化的自己観が言語
及び言語的認知行為に影響を与えること，高日=1 (1998) より， 日中の文化的











































最も説明しやすいこと，高田他 (1996)の結果とほぼ一致することから， 4 





























仁函 010 035 209 
仁姐 017 151 080 
仁国 -.197 -.017 127 
仁豆E-.029 087 116 
に豆E 081 059 459 
仁函 -. 071 -.010 145 
仁国 -.118 127 383 
087 仁豆2 201 -.094 
-.142 仁国 176 一.216
402 1-.5181 -.087 079 
106 仁国 324 013 
135 仁国 392 144 
276 291 仁司 075 
142 111 じ羽 133 
115 188 仁盟 -.011 
-.116 057 仁国 -.145 
-.108 317 仁璽 021 
310 -.130 038 仁函
175 021 011 仁国
-.125 262 150 1-.2971 
14.609 10.978 8.181 7.448 






















































































































るほどには I~I 分の意見を主張できていないことが推察される o
次に， E!本人女子学生については， IE~Ffilli懸念」の因子得点、が最も高く， r協
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